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これからの活動資金として 大きく生かしたい

カラカラと足下iこ毒~iぅ3震が舞い、午後の胤が忽\1こ冷たくなってま持冬を怨わせます匂。 務さんお

認をわりありませんか

この 10 乃は、コンサ一人主事災益還、旅行、しもだの秋まつり、地裁のパザー・-・と、淡

々な事があり、重量害者のメンパ…も、績や会緑丘){寿さんも忙しく、あっという潤iこすぎEました

が、 i授にまだ一か月しか絞っていなかったのかという気もします。
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さて6fl語、お詩案。簡を進めていた了後援芝陣三害者のグ}v…ブホーム設立3主主義チャリティーコンサ

ート|もお語審緩で10月普段。'K)に無事に終わりました。

これまで取り組んだことのはい夜の時間帯での公主義でしたので、チケットを売り切れるかどう

か、大変心配しましたが、当日は怒務長誌のお客様で、ぉ:な1ういただいては附し双ないと、会場

係が裕致事雪下絵もって右往左役するようなありさま。主主"iiこ関わってくた、会った皆様のご努力

と、会主滋』こ員2を遂んでくださった錦熔の方々に心より感議致しました。

協賛食業の入金が済んでいないところがあり、決算はまだ浅ませんが、 i反議会はおよそ 15号

ヌゴ汚あまりとなる見込みで、お陰様で千ムたちの呂約を主意H主主kしました。
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コンサート令書罷?

r:1シアフォークアンサンプjしのき葉遣準は、 3出自の絞り総み

に主主りましたカミ、 24名のア…ディストが舞台せましと繰

り広げる主義やかなダンスやき話会援に、お客様もぐいぐい号法

iさまれ、大変好評でした!
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今後l主主転紛らしいコンサ…トを

ありがとう。

ょっぱ必みんなにはこんなにも

多くの応援問がいます。

どうぞがんばって.‘
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設で、このチャワティー公演をはさん切と了10fl7 日~12 1]

まで、大倉山のギャラリーかれんで幾度障害者の写災隊司長

行いました。

今年絞めての試みでしたが、今後もfnJらかの形で、重疫

機智子有者の生活とま受協会伝えていければと滋います。

一年を振与返って

W 引)1年をき量り:iI&ゥでみて、私は以高君、多著作が気になりグループホームに

入ってからでら少し不安でした。ではその不宣言iもi;まくなって、いろいろ必

ことをグノL…ヅホームで:やってみたいです。これからどーズのブ、レスレット

作ちゃプランス期l績などもやってみたいです。

今、年五がグループホ…ムマ?楽しみにしていることは、テレど‘を見ることと

入手伎の時間におしゃべりをするニとマす。たとえば犯の言宗室妄(J)誌とか、:Io笈

いわきょう六さいのき還をするH寺などです弓そして、議長遊金曜Eにおうをの好きな

メニューを決めることがでiきて楽しいて、す。長をi邸主グノLープホ…ふのお隣の

家の紛の実;6:;秋を感じさそ全てくれまナ。

草寺々主主ヂバさんが君主?援物言をたたむのを手伝ってくれたち次郎おもいろv、ろ

気がっし、mにお手伝い合してくれます。;察之若者i土、いつもきれいな音楽を楽

しんマいます。主主iまねば今までziこ何度かfグループホームぷ入りませんかjと

かけられていましたが、ずっとふみきれず;こいで、昨年ょっ;ゴホ…ムiと

入居しました。 今で;之、 ニの 4ノ人¥で季暮李らす:こ:と主が2守-r:きて三本主当に主液霧Lし〆く，邸忠

いまづす1-0 これからもみんなで仲良くやっていこうと怠います③

;海自 勢津子

私なりのボランティ
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誌が、体(J)/に自由な人道震と初めて会ったのぬ [ともだら(1)ぬでした。製品以鴻欄

が間に合わないとの家で~降、民生委長だった弘主流援に行き乏したもう十数年寄íîO)

ととでしたでしょう語、

不自おな似こ縫うってみんな…然綴命でしたQ ~(J)f除力感動は、私iた余絞め…くージ

になり3ました

与をの後チャンスがあっマ、ボランティ

でfぷtりのボラ/デ.(アをしております。

して苦手Jき、健緩め詰までしょうか、言言語惑の身

毛[¥jこも、線奇妙手品料て滋こ紛れ炎銭を起こしi齢、トザで世立ってしまった緩い必い

が為りますG みんな、それぞれ必滋命をもって然きていま寸三

i交くも、笑うも、心ひとつiとして生司?ゑそんな明るし宇土会であり?といですす立さ

ムの皆さん、号室くが/νiまってくださいじ
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